例規制定概要書
１　対象例規と制定改廃の別
（１）佐倉市保育園等の利用に関する規則の改正
（２）佐倉市教育・保育給付認定及び施設等利用給付認定に関する規則の改正
２　背景
（１）利用調整について
　　　近年、児童虐待や保護者の心身の不調等により保護を要する児童又は支援を要する世帯（以下「要保護児童等」という。）が増加傾向にあり、本市においても、要保護児童等に対して、より一層の支援又は配慮を行う必要があります。
（２）佐倉市立南志津保育園からの転園について
　　　佐倉市立南志津保育園は、令和６年度から民営化される予定となっており、民営化後は当該保育園の位置についても変更になる予定です。当該保育園を利用する児童の保護者の中には、他の保育園への転園を希望する者も一定数いることが想定され、配慮を行うことが必要です。
（３）提出書類について
　　　保育園等を利用するためには、利用申込み等の場面において、多くの書類を本市に提出する必要があり、保育園等を利用する児童の保護者にとって負担となっています。
３　対応方針
（１）要保護児童等に対する支援又は配慮を主な目的として、利用調整の区分、調整指数等を見直します。
（２）佐倉市立南志津保育園からの転園を希望する場合は、合計指数に１０点を加算します。
（３）提出書類の簡略化を行います。
（４）本規則の改正規定は、公布の日から施行し、令和５年度以後の保育園等の利用について適用するものとします。
４　政策内容
（１）要保護児童等に対する一層の支援又は配慮が図られます。
（２）佐倉市立南志津保育園の民営化に伴う影響が緩和されます。
（３）利便性の向上が図られます。
